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［は じめ に］　 道路沿 道 にお け る 自動 車排 出 ガ ス の 拡散状 況 を 検討す る ため 、ス トリ
ー「

トキ ャ ニ オ ン 状の 街路 内 に

お い て冬期 の 午後 か ら夜間にか けてエ ア 「 トレ
ー

サ
ー
瓠散実験を行 ？ た。道路内に お ける ．トレ ーサーガ ス の 循環、水

平 方 向 ・鉛 直方向め 濃度分布 状況 や ガス の 移 流経路等 につ い て は解析結果を報告 し た
1・2｝。今 回、キ ャ ニ オ ン 内の 鉛

直濃度分布を簡易 に 予 測す るモ デ ル と し て SRI ス トリートキ ャ ニ オ ン モ デ ル を 取 り上 げ、本 実 験 データ を用 い て モ

デル の 評価と演者 らが行 っ た検討結果 を報 告 す る 。　　　　　　　　　　　．、● ： 鉛 直 サガ 1」ング点
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z ）／H ｝　　　　　　　　 （3）　　　　　 図 1 ．ス トリートキ ャ ニ オ ン の 断 面 図

こ こ で 、Q は トレ ーサーガ ス の 時 間 当 り噴霧 量、　 k，・k2は　　　　　 6　 −一＿＿ ．＿＿＿＿＿＿一一…一一

定数、u は風速、　 W は 道路の 幅、　 x は 墳霧源 か らの 水平距

離、Z は 噴霧源 か らの 鉛直距離、　 H は キ ャ ニ オ ン の 高 さを

そ れ ぞれ 表わす。（3）式は （2）式の 高ざに対す る補 正 で ある

が 、ビ ル の 上端 で の 実測濃度が ゼ ロ に な らな い の で 、 今 回

こ れ を （H
一

α z ＞／ H と修正 し て検討 し た．

［結 果 お よ び考 察 ］ 風 上 側 ： 予 測 濃 度 は 実測 濃 度 に 対 して

過小 評価 で あっ たが 、本実験の キ ャ ニ オ ン の 高 さは モ デ ル

の 構 築時 の 条 件 （2〜3 階 程 度 ） よ り高 く、林 ら 4）が こ の モ

デル の 適合性を検証 し た際 に 実験データ と し て 用い た 東京

都青 山通 りの キ ャ ニ オ ン 高さと 同程度 で あ る。彼らの 報告

と 同様 に 、定数 K （＝1／（klk2 ））の 値 を設定値 の 7 よ り

大 き く 17 に とる こ とに よ り整合性が向上 した。

風 下側 ： まず、式  を 用 い て 1．5m の 高 さの データ で 予 測

値 と．の 整合性 を評価 した。有風 時 の デ
ー

タ で は 、風上 側 と

は 異な り
．
、K ＝ 17 で は 過 大 評 価に な り、K ＝ 7 で 整 合 性 が 向

上 した。有風 時に は 比 較的対 応 が よ い。次に 、実測データ

の 平均 値 か ら係 数 α を実測値か ら O．5 に設 定 し（3｝式の 実測

値 との 整合性 を検討 し た と こ ろ、散布図お よ び 鉛直プ ロ フ

ァ イル と も良好 で あ っ た。

54

　

　
　角
0
　

　
　

2

（
P
α

3
」

＜
O

1

y ＝ 0．9859x
R2 ＝ 0．6623

嫉
．（b

影

1
ー
童

1

　 ．0
　 　 0　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6

　　　　　　　　 0BS （ppb ）

図 2 風下 側め予瀾値 と実測値の 散布図
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